
緊急消防援助隊動態情報システムについて

広域応援室

１.　はじめに
緊急消防援助隊動態情報システムは、大規模災害等に
緊急消防援助隊が出動した際に、部隊の位置及び動態状
況を把握し、緊急消防援助隊の円滑かつ効果的な活動に
資することを目的として開発されたシステムで、平成13
年度から実証実験を開始し、平成18年４月から運用開始
となりました。
今回の新システムについては、各種機能の向上を図
るため、平成22年度から設計・開発を進めてきました。
また、東日本大震災での活動時における諸課題への対策
についても考慮して開発を進め、本年６月25日から運用
を開始しました。
現在、指揮支援部隊登録消防本部及び各都道府県の代
表消防本部に対して、可搬型端末機器（タブレット型パ
ソコン）等の通信機器を計66式配備しています。

２．新システムの概要について
（１） 新システムの内容
ア　可搬型端末（タブレット型パソコン）
イ　携帯電話
ウ　衛星携帯電話

エ　衛星アンテナ
オ　搬送用ハードケース等

（２） 新システムの機能
ア　携帯電話が利用できない地域でも、衛星携帯電
話を利用して通話が可能

イ　タブレット型パソコンの採用により、操作性・
視認性が向上

ウ　地図上に災害情報等を入力でき、各部隊で災害
情報等の共有が可能

エ　可搬型端末で写真の撮影及び送信が可能になり、
各部隊で視覚的に被害状況の把握が可能

オ　３Ｇ回線の利用により、情報処理能力が向上
カ　３Ｇ回線を利用できない地域では、自動で衛星
回線に切り替わり（災害時のみ、回線自動切替の
設定を行う。）確実なアクセスが可能

３．おわりに
緊急消防援助隊の活動が円滑かつ効果的に行われるよう、
今後も定期的な訓練を行うことを予定していますので、関
係消防機関につきましてはご理解とご協力をお願いします。
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